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今年は、韓国のソウルで1 0 月2 3 日から2 7 日の5 日間に亘って行われます。 
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簡単に検索できます）
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私のS E A N E T 歴は2 0 0 3 年のジョホールバールか
ら現在まで続くが、そのきっかけは今は亡き三好
二郎（J A 3 U B ）O M に熱心に誘って頂いた御蔭で
あった。当時は大阪国際交流センターラジオク
ラブ（J I 3 Z A G ）に入会して間がない時期で、始め
ての国際的なH A M のイベントに参加できること
に興奮したことを思い出す。
ジョホールバールでは新入りのS E A N E T e r として
熱烈な歓迎を受け、東南アジアだけでなく世界
各国から集まって来る人達の、年に一度のアイ
ボールQ S O を楽しむ様子を見た。何も知らずに
三好さんに同行した私であったが、その伏線に
すぐ気付くことになった。S E A N E T コンベンション
は、東南アジアに限らず既にマドラス（現在の
チェンナイ）（インド）やダーウィンとパース（オー
ストラリア）で開催されていたが、そろそろ日本で
の開催を望む声が出ていて、それに如何に応え
るべきかの重要で意義深い時期を迎えていたの
であった。

ジョホールバールに入る前日シンガポールで一泊したが、そこで今年のS E A N E T コンベンションの開催責任者であるC h a e （H L 2 K D W ）
さんとK a n g （H L 2 D B F ）さんらに初めて会った。二人には2 0 0 4 年に主催するW o r l d  W i d e  Y L  M e e t i n g  i n  S e o u l  K o r e a について知ってもら
う目的があったが、もし大阪でS E A N E T コンベンションが実現したらソウルでも行いたいとの強い意志を持っていることも知った。その翌
年C h a e さんは、Y L ミーティングを見事に成功させた。その期間がちょうど我々のクラブの月例会の日にまたがることもあり、その月の例
会はソウルで開くことにしクラブの準行事として我々も参加した。一方S E A N E T コンベンションは、同じ年のバンコック開催で荒川（J A 3 A
E R ）さんが正式に立候補の演説をし、2 年後の東( 極東) アジアでは初めての開催になるS E A N E T  2 0 0 6  O s a k a  が決議され、念願かなっ
て成功裏に開催できたことは皆さんのご記憶に新しいところであろう。



C h a e さんはこのときからソウル開催に向けて活動を本格化し、翌年
のS E A N E T 2 0 0 7 ランパンで2 0 0 9 年の開催地に決まった。従来S E A N
E T コンベンションは三泊四日の開催が恒例となっているが、今年の
プログラムは遠距離の観光プランを加えて一日増えた豪華なものに
なっている。心尽くしのプログラムから、参加者に楽しんでもらいた
いと願うC h a e さんの思いが伝わってくる。
三好さんはかねがねS E A N E T ソウルにはクラブメンバーが連れ立っ
て参加し、C h a e さんを応援したいと仰っておられました。皆さん、ご
都合のつく方はぜひご一緒に参加しませんか。ハムでない方もお
誘い下さい。三好さんの喜ばれるご様子が目に浮かぶようです。
( d e  J E 3 B E Q )
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テクニカル・メモ 1 6 0 m  バンド　スローパー式タワードライブアンテナのインピーダンス整合

バラン

タワーを放射体として使うローバンドアンテナに
ついて、小型のタワーでも比較的容易にイピー
ダンス整合が実現できる方法についてレポート
いたします。
J I 3 Z A G - N L でもこの種のアンテナのレポートが
されていますが、アンテナタワーが低かったり、
そのタワーに搭載されている八木アンテナなど
の規模が小さいと（図１）に示す給電方法では、
1 6 0 m バンドで５０Ωにインピーダンスを整合させ
るのが困難な場合があります。
（図２）のようにバランから鉄塔の低い位置に結
線することでタワーやその上のアンテナのブー
ムの規模が小さくても整合できました。
私の場合はクリエートの２０ｍ高のタワーにブー
ム長５ｍの３エレS t e p p I R とA F A 3 0 ( 1 0 M H z  2 エレ
H B 9 C V ) を載せた比較的小型なタワーで1 . 8 2 0 M
H z においてS W R = 1 . 5 を得ることが出来ました。さ
らにタワーへの接続高さを根気よく調整すれば
もう少しS W R を良く出来ると思います。

アンテナ線

同軸線

バランバラン

アンテナ線

同軸線

バランバラン

図１ 図２

図１ではタワーへの接続は高いところでしないといけませんが、図２ですとタワーの低いところで接続するので作業が楽です。
私の場合はバランをタワーに付けた滑車で引き上げて設置しています。また調整時は同軸線の長さを1 / λにしてS W R チェッカー
を使うとバランの入力端子のインピーダンスを測ることが出来るので調整が容易になります。調整後は同軸の長さは任意の長さで
使えます。図１のアンテナではアンテナ線の引き下ろし点をタワーに近づけたり離したりして共振インピーダンスをアンテナ線の長
さを変えて周波数を合わせます。図２ではアンテナ線の引き下ろし点ともう一方のアンテナ線のタワー接続点の高さを調整してイ
ンピーダンスを会わせます。周波数の調整は水平部の長で調整します。最初は少し高い周波数に合わせてから周波数調整をし
ます。殆どのアンテナ・アナライザーの最低周波数が1 . 7 M H z 程度なので、低い周波数から調整しようとしても測定範囲を逸脱する
ので状況把握が困難となります。 d e  J A 3 A O P / 杉山　曉d e  J A 3 A O P / 杉山　曉

S E A N E T 2 0 0 9 ソウル　プログラム

1 0 月2 3 日（金）�
1 4 ：0 0 　～�受付
1 8 ：0 0 　～�紹介、歓迎パーティー・ディナー
� キャピタルホテル宿泊

1 0 月2 4 日�( 土）
0 9 ：0 0 　～�軍事境界線見学、集合写真
1 3 ：3 0 　～�ソウル市とインサドン観光
1 8 ：3 0 　～�ウォーカーヒルショー鑑賞
2 1 ：3 0 　～�東門市場ショッピング（オプション）
� キャピタルホテル宿泊

1 0 月2 5 日�（日）
0 9 ：0 0 　～�ソウルフリーマーケット（ヨンセイ大学）
1 1 ：0 0 　～�キョングボク宮殿
1 4 ：0 0 　～�ソウルタワー
1 5 ：3 0 　～�ホテルに戻り自由時間
1 9 ：0 0 　～�ガラパーティー、コンテスト表彰
� キャピタルホテル宿泊

1 0 月2 6 日�（月）
0 6 ：0 0 　～�ソラク山へ出発
1 5 ：0 0 　～�ホテルへ出発
1 9 ：0 0 　～�夕食（カーネ駅）
2 1 ：0 0 　～�キャピタルホテル宿泊

1 0 月2 7 日�（火）
0 9 ：0 0 　～�プレゼンテーション、次回開催地決定
1 2 ：0 0 　～�昼食
　　　　　　　解散



　ドイツで開催されるJ A I G ミーティングに参加するのは、2 0 0 6 年のザ
ルツブルグに続いて今回が2 度目である。ザルツブルグはモーツア
ルトの生誕2 0 0 年で沸いていたが、フライブルグの最寄りのライプ
チッヒはバッハ・メンデルスゾーンの所縁の場所でゲバントハウスや
オペラハウスがあり、又「ベルリンの壁崩壊」のきっかけとなったニコ
ライ教会など興味深々で、長く続いた父の介護を終えたこの機会を
利用してその文化と景観にも触れたいと、今回のJ A I G ミーティング
への参加を固く決めていた。

リタイヤして暇になったら家内と一緒に海外旅行を楽しもうと合言葉
のように言ってきたが、実際は両親の介護や家族の一員（ペット）が
新たに増えるなどでなかなか実行できない。S E A N E T とY L ミーティン
グには夫婦で参加できたが、一度はと願望しているドイツでのJ A I G
ミーティングには、今回も同伴できなく一人旅となった。それならば
せめて未だ行ったことのないフランスにも立ち寄りたいとパリに2 泊し
た。この欲張りは久しぶりに的中した。午前の市内観光、午後のベ
ルサイユ宮殿もこの目で実際に見ることができて感動したし、夜はタ
クシーを何台も乗り捨ててシャンゼリゼ、エッフェル塔などのライト
アップを満足するまで写真に撮った。写真にはこだわりがあり、毎年
続けている写真展用の作品収集が旅行目的の一つでもある。いつ
もはスナップ用の小型のディジタルカメラと大判に伸ばすためのフィ
ルムカメラのライカM 7 を携行していたが、今回は直前に重量級のフ
ル機能のディジタルカメラ（E O S  5 D  M Ⅱ）を手にいれ、一度はその
重さに携行するのを諦めかかったが、丈夫な鞄を買い直してさらに
重たい望遠レンズと一緒に持って出掛けた。 1 . 黄昏の凱旋門1 . 黄昏の凱旋門
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最新のディジタル一眼レフカメラの機能には驚かされる。I S O 感度が通常使用域で6 4 0 0
にも広がり（画像ノイズの点でここまで使うか否かは別として）、宮殿の中でもドームの中で
もフラッシュなしで高い天井画がきれいに撮れる。スローシャッターの時は手ぶれ防止機
能が有効で三脚なしでも水の流れを止めずに撮れる。最後の絵にするところでは、インク
ジェットプリンターとその専用紙の性能が印画紙と並んだ。もうフィルム（銀塩写真）の時
代は過ぎた。さらに一日で撮った写真の枚数はJ P E G で5 0 0 枚超（4 ギガバイトのコンパクト
フラッシュメモリ1 枚分）で、3 6 枚撮りフィルム1 4 本分に相当し、リバーサルの現像代だけ
でも一万円を超える。確かに時代は変わった。苦労して手に入れ愛用してきた憧れのラ
イカは、今やリグの「コリンズ」になってしまい実用よりは収集目的にその価値は移行し
た。( 写真1 、2 、3 )

パリの二日目は、ライプチッヒ行きの飛行機の時間まで時を惜しんで街の中を歩き回っ
た。不況と財政難で工事の凍結や中止の跡が多く見られた。環境・清掃面でもあまり綺
麗ではないとバスガイドが言っていたが、特にそういう印象は持たなかった。ということは
過っての「巴里」は映画に見るようにもっと素敵であったのか？　人の歩くスピードが速い
こと、一見交通マナーが悪いようであるが自分の体は自分で守って合理的に秩序を保っ
ている（日本のように青信号だからとメールをしながらだらだらと横断する現在の風潮など
は、精神構造的に遅れていると憂いでいるのだが）のは流石である。歩きながらのスモー
カーも特に女性に多かったが、規制に嵌められるのを嫌う国民性の勢いのためか、日本
で感じる不快さ（規制の中での怠惰感）はなかった。（写真4 ） 2 . エッフェル塔2 . エッフェル塔

4 . パリのカフェで4 . パリのカフェで
3 . 真下から見上たエッフェル3 . 真下から見上たエッフェル

4 月2 9 日
目一杯パリを楽しみシャルルドゴール空港からラ
イプチッヒ空港へと向かった。空港でスーツケース
を待つ間到着ロビーの方を窺うと、扉の向こうに壱
岐さんの手を振る姿を垣間見ることができた。スー
ツケースは一番に出てきてすぐエリカさんとお二
人にお迎え頂いたが、飛行機は遅れて到着して
いてお待たせしてしまった。一人旅の緊張が解け
てリラックスした瞬間であった。
空港からホテルまで小一時間エリカさんの運転で
ドライブを楽しませて頂いた。途中アウトバーンで
の巡航速度は1 4 0 K m で、気分が悪くなったら言う
ようにと気遣って頂いた。



壱岐さんはナビゲーター役に専念し、途切れなく
話しかけるエリカさんにやさしく丁寧に返してい
た。我が家も最近殆ど家内の運転に依存していて
エリカさんと同じように話しかけてくるが、口数の少
ない私のナビゲーターぶりは壱岐さんのような愛
情がこもっていないのではないかと反省させられ
た。
車窓からの眺めはいけども行けども平坦な地形
で、四方を見渡しても山が全く見えない。そして広
大な黄一色の菜の花畑が延々と続く。緑はこれも
また広大な麦の種類の畑だそうだ。この辺りはドイ
ツの穀倉地帯で自給率も略1 0 0 ％とそのスケール
の大きさに驚かされる。

周辺にはブドウ畑が広がっている。何れの畑も人気は見られないが、手
入れが行き届いているのであろう見事に綺麗であった。そんなブドウ畑を
曲がった小高い丘の２合目に、今回のJ A I G ミーティングの会場となるホ
テルが建っていた。（写真5 ）
シャワーを浴び着替えて食堂に行ったら、十人ほどの先着組が食事歓
談していた。その殆どが懐かしいJ A I G 2 0 0 4 大阪からのメンバーとJ A I G 2 0
0 6 ザルツブルグで会ったメンバーでお互いに再開を喜びあった。（写真
6 ）

4 月3 0 日
壱岐さんからお声がかかって大西さん（J A 3 P E ）をナウムブルグ駅にお迎
えに行った。小振りのスーツケースを引っ張りながらゆっくりとホームを歩
いてこられる姿は、外国通で旅慣れた風格を感じる。スーツケースが小さ
いのは、下着ごとシャワーを浴びてその場で洗濯するので着替えが一揃
いで済むからと実践論を披露された。一度真似をしてみたいと思うが、何
事も前もって準備しておかないと気になる性格では返ってストレスが溜ま
りそうで躊躇してしまう。ホテルには各部屋にバルコニーがあり気兼ねな
く喫煙できることに安堵されていた。( 写真7 )

大西さんをお迎えして帰ってきたころから続々と皆さんが到着しだし、ざっと見たところJ A I G 2 0 0 4
大阪のメンバーの殆どに合うことができた。私が個人的に印象に残っているブルーノさん( D H 8 M
A U ) やガストンさん（D L 9 T Z ）らは今回残念ながら会えないことが分かったが、どちらも連絡があり
元気にされていることを壱岐さんから伺った。

レジストレーションを済ませエリカさん手作りのバッジと記念のタグを貰った後、その夜のメインイ
ベントであるワインの試飲会が始まった。ワインの女王が都合でこれなくなりその代役を務めるイ
ンテリ眼鏡の美女（学生）が笑いを誘いながらワインの講義をし、約1 0 種類を試飲させてくれた。
プロ、セミプロ、アマチュアを自称するワイン通の我がメンバー達は、自己満足もお構いなしに評
価を披露し合い、利き酒を楽しみ酔ってしまった。最初はドイツ語が分からなかったので美女のプ
ロポーションに見とれていたが、約3 0 年前仕事で初めてデュッセルドルフに出張したとき、ドイツ
の若い女性が美しいのを見てポーッとなったことを昨日のことのように思い出していた。（写真8 ）

7 .  ナウムブルグ駅に着かれた
大西さんと出迎えの壱岐さん
7 .  ナウムブルグ駅に着かれた
大西さんと出迎えの壱岐さん

5 月1 日
この日は天文学の勉強の1 日であった。午前中のゴーセックにある７千年前の太陽観測所は、2 0
0 2 年に、幾つかの現在知られている巨大遺跡と同じように航空写真によって発見されたもので、
夏至、冬至、彼岸など太陽の1 年の周期を当時の生活に取り入れている様子を再現したもので
あった。ライプチッヒからJ A I G 会場となるホテルに向けてエリカさんの運転で広大な平地を行く様
子を述べたが、その広大な平地に丸太を立てて並べて巨大な分度器を形成し、丸太の間から差
し込んでくる太陽光の方位角度で太陽の1 年の周期（季節）を把握していたと言うからすごい。最
近の発見で現在も研究中とあるから興味が尽きない。（写真9 、1 0 ）
午後はネブラにある天文博物館を訪れた。そこには3 千6 百年前に作られた太陽、月、星の動きを
示す天文盤が展示されていた。これも2 0 0 2 年に、盗掘されドイツの街で売られているのを発見し
た最近の出来事であり、ロマンが漂っている。この天文盤はその時代の内に新しいものに進化し
たというから、技術の進歩は3 千年以上も前から日進月歩であったのである。( 写真1 1 )

8 . ワインの女王代行と8 . ワインの女王代行と

9 . 太陽の周期を観測するため丸太で作った巨大分度器9 . 太陽の周期を観測するため丸太で作った巨大分度器
1 1 . ロマン漂う天文盤1 1 . ロマン漂う天文盤

1 0 . 古代人の太陽観測の説明を
するボドさん( J A I G のW E B  S I T E より）
1 0 . 古代人の太陽観測の説明を
するボドさん( J A I G のW E B  S I T E より）

6 . 夕食歓談中の先着組 6 . 夕食歓談中の先着組 

5 . 広大な菜の花畑5 . 広大な菜の花畑
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夕方古城のルーテスベルグで夕食をとり、古城の横に沈む夕日をな
んとか芸術作品に仕上げたいと思ったが、こんな時に限って望遠レン
ズを重いからと言う理由でホテルに置いてきた。1 0 0 ミリでは夕日が小
さすぎ、出来栄えは絵葉書写真にも及ばなかった。しかし中世の古
城の住人の気持ちで眺めた夕日はロマンチックであった。( 写真1 2 )

5 月2 日
午前中は自由行動で、皆さんゆっくり起床し朝食をとった。ホテルは
小高い丘の２合目にあったが、丘の天辺に城と塔があり殆どの皆さん
はそれを見学に行った。このときペーターさん（D O 3 L K P ）がライカM 8
をぶら提げているのに気付いた。前夜彼と再会したとき3 年前のザル
ツブルグで彼が携帯していた小型のライカのディジタルカメラのことを
話したら、彼はあのカメラは直後に無くしてしまったと寂しそうに語っ
た。それはお気の毒と同情したら、無くしても良いこともあったと彼は
ポツリと言った。そしてその意味が今分かった。彼はマニアにとっては
垂涎の的であるライカM 8 を手に入れていたのである。先にライカをコ
リンズのリグに例えたが、技術的にはライカは取り残された過去のカメ
ラである。最新のカメラにも無いライカの最大の特徴は、タイムラグな
しで瞬間にシャッターが切れることである。但し露出（絞りとシャッター

のスピード）と焦点（ピント）は自分で予めセットしておく所謂マニュアル（電子式でなく機械式）カメラであり、殆どのカメラユーザーはプ
ロ・アマチュアを問わず見向きもしない。今やバカチョン機能がライカ以外の最高級機種には搭載され、全自動で実用上問題の無い
（？）タイムラグで写真が撮れるようになっており、ライカはコリンズ同様主流から外れた。しかしタイムラグが自分の指先の動きだけの
ディジタルカメラはライカM 8 しか現存しないのも事実（厳密に言うとライカのイミテーションモデルのエプソンンR D - 1 がある）。今回携行
することを目的として購入したカメラはこの点が最大の選択枝であったが、結果的に私はコリンズをあきらめてI C 7 7 0 0 を選んだようなも
のであった。しかしペーターさんはコリンズをぶら提げて、ゆっくり写真を楽しんでいるようであった。（私はのべつ幕なくシャッター切っ
ているのに、彼がカメラを構えている姿はついぞ見ることが無かった。）（写真1 3 ）

1 2 . 古城に沈む夕日1 2 . 古城に沈む夕日1 3 . ライカM 8 を愛用
するペーターさん
1 3 . ライカM 8 を愛用
するペーターさん

午後ナウムブルグの街に行き、中世の交通の要所として栄えた美しい街の広場を起点にそれぞ
れが自由に散策を楽しんだ。大堀さん夫妻（J R 0 D L U 、J I 0 S B R ）がここで合流され、再開を喜ぶ皆
さんに取り囲まれていた。壱岐さんに街のシンボルでもある大聖堂に誘って頂き、また一つ足跡
を残すことができた。( 写真1 4 )

夕方ホテルに戻り夕食に向かった。ふとみると皆さんは既にパーティー用に着替えている。私は
食事の後着替えるつもりでいたが浅はかであった。夕食時間をゆっくり取りそのままパーティー会
場に移動するのだからそんな余裕はない。そこで食事がテーブルに並ぶ合間に抜け出し大急ぎ
で着替えて何食わぬ顔で戻ったつもりであったが、エリカさんに感づかれてグッドと言われ思わず
顔が赤くなった。

食事が来る前に隣席の鶴見さん（D J 0 O Q ）に壱岐さんが何か応援を求めてきて、二人で慌ただし
くパーティー会場になる地下のワイン貯蔵庫に走って行った。私も気になるので後を追ったら、エ
リカさんと3 人でJ A I G のフラグ2 旗をワインの大樽に固定しようとしていた。私はこれから始まるメイ
ンイベントのJ A I G ミーティングを前にして、壱岐さんがかなり疲れているのを状況から感付いてい
た。さっそく壱岐さんに代わって鶴見さんと私は大樽に食らいつき、少しでも役に立とうとの思い
でお手伝いをした。周囲を見渡したら、パーティーの準備は万端整い開宴を待つのみであった。

夕食後場所を地下のワイン貯蔵庫にあるホールに移し、第2 5 回J A I G ミーティングが開催された。
壱岐さんは第2 5 回の記念すべきミーティングの挨拶を万感の思いでされたと思う。皆さんの拍手
には壱岐さんとエリカさんへの感謝の気持ちがこもっていた。最初にサイレントキーになられたハ
ンス・コルデスさん（D J 4 A Z ）、エーリッヒ・エルバートさん（D L 9 V N ）に黙祷を奉げたあと、フライブ
ルグ市長のウド・メニケさんとワイン女王のケルステイン・フリーゲさんの手厚い歓迎の挨拶を受け
た。引き続いてJ A I G の活動に貢献された方々の労をねぎらう表彰に移った。J A I G 賞はペーター・
シッケルさん（D G 0 J T ）に、第2 5 回の特別賞はネットコントローラーを務められている五十嵐さん（J
A 1 D K N 、東京で授与済み）とドイツ語のJ A I G ホームページの作成と更新に尽力されているトーマ
ス・シュバントさん（D H 7 T S ）に贈られた。そして今回の記念すべきミーティングに際し、J A I G を発
起してここまで引っ張って来られた壱岐さんに対して、ミュンヘン在住の有志が壱岐さんに内緒で
特別賞を用意していた。すべての参加者が感謝と祝福の拍手を贈って、壱岐さん・エリカさんは
元より全員が幸せな気分に浸った。そして来年のJ A I G ミーティングについて、2 0 0 4 年に引き続い
て再び大阪で開催したいという要望が強いので検討を進めてきたことが紹介され、前回参加しな
かった人を優先して参加を募る旨話があり私にバトンタッチされた。私は大阪国際交流センター
ラジオクラブの有志が、ホームグランドで前回同様J A I G ミーティング2 0 1 0 開催のお手伝いをするこ
とを伝えたが、一瞬どよめきが起こり「前回の参加者は参加できないの？」の声が聞こえてきて、
日本での開催が大いに期待されていることを実感した。( 写真1 5 、1 6 、1 7 、1 8 )

余興は、男性歌手のトミーさんがコンパクトな伴奏マシンをバックに杯を酌み交わしおしゃべりに余念のない皆さんの間を歌って
歩き、雰囲気を醸し出していた。私もエンターテナー役を買って出ることが多いので、あたかもバンドを引き連れているようなこの
伴奏マシン（画面に歌詞が出て伴奏が流れる日本のカラオケとは異なる）に興味が湧いた。
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1 5 . J A I G ミーティング開会を宣言される壱岐さん1 5 . J A I G ミーティング開会を宣言される壱岐さん

1 6 . 挨拶を頂いた市長さんとワインの女王1 6 . 挨拶を頂いた市長さんとワインの女王

1 7 . 表彰されたトーマス、ペーター、壱岐の皆さん

1 8 . 自ら表彰されて感激する壱岐さん1 8 . 自ら表彰されて感激する壱岐さん



トミーさんに皆を歌わせたいので私が持ってきたC D がその伴奏マシンにかからないかと頼んだ
ら、彼は気持ち良く応じてくれた。その伴奏で春に因んだ唱歌2 曲を日本の皆さんで歌い、最後
は全員で野ばらの合唱になった。私がマイクで皆をリードしだしたところ、なんと美しい歌声が聞
こえてくるではないか。私は思わずその声の主の大堀裕美さんにマイクをタッチしたが、皆さんは
その歌声に酔いながら自らも歌って大いに盛り上がった。念のために用意したC D と余興歌詞が
皆に喜んでもらえて私も幸せであった。宴は名残りが尽きないなか、2 3 時を過ぎて漸くお開きと
なった。( 写真1 9 、2 0 、2 1 )

5 月3 日
昨夜の余韻も冷めやらぬまま、最終日のゆっくりした長い朝食を皆さんで囲んだ。その間別のホ
テルに滞在している大堀さん夫妻、井口さん夫妻（D J 0 C T ）が別れのためにわざわざ訪ねて来ら
れた。旅慣れた大西さんは再び小さなスーツケースを引っ張って、壱岐さんの車で下の駅まで見
送られながら鉄道の一人旅で帰って行かれた。初めてお会いして通訳他で面倒みて頂いた同宿
の鶴見さんには、来年のJ A I G 大阪で父上同伴での再会を約束して別れた。私は、今回のフライ
ブルグ開催の世話をされたボドさん（D B 7 H B ）、ギャビーさん夫妻にライプチッヒまで車で送って
頂いた。車中ではどちらのお好みか分からないが古き良き時代のアメリカンポップスが流れてお
り、それにギャビーさんが鼻歌で合わせて和やかな雰囲気の中、再び例の広大な田園風景のド
ライブを楽しませて頂いた。昼過ぎにホテルに着いたがライプチッヒの街を案内してあげようと言
われ、夕方またお会いしてお言葉に甘えた。東西の壁崩壊の起点となったニコライ教会をはじ
め、ゲバントハウスやオペラハウスなどの由緒ある場所を訪ねることができた。大変興味のある場
所であるので、撮った写真を持ち帰ったパンフレットや旅行案内書と照合して、知識として整理す
るのが楽しみである。

最後に
今回のJ A I G ミーティングは、四半世紀の足跡を記念する特別なものであったと思う。個人レベル
で長きにわたりこのような国際的な活動を継続し親睦を図ってこられた壱岐さん・エリカさんご夫
妻のご努力に心から敬意を表すると共に、参加された全ての方々と有意義で楽しい時間を共有
できたことにも心からお礼を申し上げる次第である。有難うございました。来年のJ A I G 2 0 1 0 大阪で
又お会いできるのを楽しみにしています。7 3
( d e 　J E 3 B E Q )

1 9 . 皆さんに歌って頂こうと頑張る筆者

1 4 . 大堀夫妻が合流

2 0 . 大堀さんの素晴らしい歌声で
野薔薇を合唱

2 1 . ワイン貯蔵庫でのＪＡＩＧミーティング( J A I G のW E B  S I T E より)
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M i c r o w a v e  U p d a t e  2 0 0 8 が１０月１７日から1 8 日までｱﾒﾘｶ　ﾐﾈｿﾀ州
　B l o o m i n g t o n （ﾐﾈ ｱﾎ ﾘ゚ｽ市のすぐ南側）で開催され、日本からＪＡ３
ＢＭＨ（三上さん）、ＪＡ３ＬＧＰ（足立さん）、ＪＲ３ＪＺＭ（上島さん）の
４人が参加しました。M U D はアマチュアバンドの主にマイクロ波を
製作・運用する人たちが年１回集まって製作事例、運用等を発表し
ています。私は、昨年、フィラデルフィアで開催されたときに初めて
参加しました。参加者は主にアメリカ、あとカナダ、日本イギリス等
で約８０人集まりました。内容は、２４G H z から２４１G H ｚまでのバン
ドにわたり、ソフトウェアラジオ、E M E 、遠距離間通信、アンテナ、ア
ンプ、プリアンプ等製作の技術的なものばかりです。　中でも２４１G
H ｚで１００K m の距離の運用、２４、４７、７７G H ｚでのE M E と感心ささ
れる発表もありました。
夜は、フリーマーケットが開かれ各人がいろいろなマイクロ波の部
品、測定器、アンテナ等を出品しています。これを売買するには、
相当目が肥えていないと何をするものか何に使えるのかもわかり
ません。さすがにアメリカ、日本国内に無いものがたくさんでていま
した。もちろん日本からもっていった部品等は売れていました。　
その間に、ﾐﾈｱﾎ ﾘ゚ｽにある「P a v e k  M u s e u m  o f  B r o a d c a s t i n g 」（放送
博物館）に行ってきました。ラジオ放送が開始されたころからの真
空管式ラジオが年代順に陳列され、また当時の真空管も多数あり
ました。まあ、これだけの真空管、ラジオを集めたか感心しました。
また、博物館の中にアマチュア局（W ΦO E P ）が開設され、コリンズ
のＳラインが机上に並べられ、外にはクラﾝクアップタワーにＨＦ帯
用の八木もありました。タイタニックが使用したような電動機高周波
発電機を使用したと思われる火花式送信機があり、係の人が後ろ
へ下がれいうのでそうすると実演し、「バチバチ」というスパークが
飛びました。
１０月１７日の朝　大阪国際空港から成田国際空港、昼のＪＡＬ便で
成田からシカゴ　オヘア国際空港　国内線のＡＡＡに乗り換えてミネ
アポリス・セントポール国際空港に現地時間１４時ころ到着しまし
た。会場のホテルは郊外にあり、食事をするにも車がないと行けま
せんので一度はホテル内のレストランで食べましたが高いので、あ
とは持って行ったラーメンなどを食べました。ほんとにアメリカは車
社会ですね。テレビを見ていると「大統領選挙」の真最中だったの
でゴールデンタイムにそれも長々と選挙用のＣＭを流しています。
こんなことを毎日していたらお金がいくらあってもたまりません。そ
れも相手候補の悪口を言っているようでした。（英語がよくわかりま
せんので・・・）　アメリカでは地上アナログ放送が２００９年２月１７
日とせまっているので盛んに地デジに対応にするようＦＣＣの高
官、州の高官、放送会社団体（ＮＡＢ）のが出演してＰＲをしていま
した。また、チューナとテレビの接続方法など詳しく説明していまし
た。日本ではまだ「草薙くん」がでていますが政府高官はまだ一人
もＰＲに出演していません。本当に２００７年７月２４日までにできる
のでしょうか。? ? ? 　　　来年（M U D 2 0 0 9 ）は１０月にﾃｷ ｻ ｽ州ﾀ ﾗ゙ｽ市
で開催される予定です。
去年はフィラデルフィアだったのでシカゴからワシントンＤＣに行き、
市内観光（ホワイトハウス、スミソニアン博物館など）。
あくる日にアムトラックに乗り、列車でフィラデルフィアに入りまし
た。そのときも足立さんと一緒だったのですがワシントンＤＣのユニ
オン駅で足立さんがいなくなってしまいあせりました。幸いにもチ
ケットは持っていましたので列車に乗ることはできました。持って
行ったハンディ機で呼ぶと別の車両に乗っていましてフィラデルフィ
アの３０番駅に到着したとき降りてきてほっとしました。昨年は、ＷＪ
ＳＴの開発者であり１９９３年にノーベル物理学賞を受賞したＫ１ＪＴ
　ジョゼフ・テイラー（J o s e p h  H o o t o n  T a y l o r ,  J r ）さんも参加されプレ
ゼンテーションとディナパーティで記念講演をされました。そのとき
会場に受賞メダルが回覧され手に取ることができました。回ってき
たときにはそれとは知らず、なにかノーベルと刻印はしてありました
が・・・・知っていたら首にかけて写真を写しておけばよかったと後
悔しています。

J A 3 I V U   北井　十生J A 3 I V U   北井　十生

予定表　G e n e r a l  S c h e d u l e
T h u r s d a y  O c t o b e r  1 6 ,  2 0 0 8
9 : 0 0 A M    �L o b b y  � M e e t  f o r  S u r p l u s  T o u r
3  -  6 P M � M a r t i n i q u e  ( o u t s i d e )  　R e g i s t r a t i o n  o p e n
7 : 0 0 � B a r b a d o s  R o o m  � H o s p i t a l i t y  S u i t e  o p e n  
F r i d a y  O c t o b e r  1 7 ,  2 0 0 8
7 : 3 0 A M � M a r t i n i q u e  ( o u t s i d e ) � R e g i s t r a t i o n  o p e n
8 : 0 0 � G r a n d  C a y m a n � T e c h n i c a l  S e s s i o n s / P r e s e n t a t i o n s
9 : 0 0 � B a r b a d o s  R o o m � V e n d o r  R o o m s  o p e n
1 0 : 0 0 � M a r t i n i q u e  R o o m � N o i s e  F i g u r e  a n d  N e t w o r k  A n a l y z e r
 ( ' t i l  n o o n )
1 1 : 4 5 �  � L u n c h  ( o n  y o u r  o w n )
1 P M � G r a n d  C a y m a n � T e c h n i c a l  S e s s i o n s / P r e s e n t a t i o n s
2 : 0 0 � M a r t i n i q u e  R o o m � N o i s e  F i g u r e  a n d  N e t w o r k  A n a l y z e r  
( ' t i l  4 P M )
5  -  7 �  � D i n n e r  ( o n  y o u r  o w n )
7  -  9 � G r a n d  C a y m a n � F l e a  M a r k e t
8 : 0 0 �  � H o s p i t a l i t y  S u i t e  o p e n
S a t u r d a y  O c t o b e r  1 8 ,  2 0 0 8
8 : 3 0 A M � G r a n d  C a y m a n � T e c h n i c a l  S e s s i o n s / P r e s e n t a t i o n s
9 : 0 0 � B a r b a d o s �V e n d o r  R o o m  o p e n s
1 0 : 0 0 � M a r t i n i q u e �N o i s e  F i g u r e  a n d  N e t w o r k  A n a l y z e r  
( ' t i l  n o o n )
1 1 : 3 0 �  � L u n c h  ( o n  y o u r  o w n )
1  P M � M a r t i n i q u e �N o i s e  F i g u r e  a n d  N e t w o r k  A n a l y z e r  
( ' t i l  3 P M )
1 : 0 0 � G r a n d  C a y m a n � T e c h n i c a l  S e s s i o n s / P r e s e n t a t i o n s
3 : 0 0 � B a r b a d o s / M a r t i n i q u e �V e n d o r  R o o m s  c l o s e
4 : 3 0 �  � T e c h n i c a l  S e s s i o n s  e n d
6  -  7 � A t r i u m � C a s h  B a r  -  S o c i a l  h o u r
7  -  9 � G r a n d  C a y m a n � B a n q u e t
9 : 0 0 �  � H o s p i t a l i t y  S u i t e  o p e n

プレゼンテーション　　P r e s e n t a t i o n  S c h e d u l e  �

F r i d a y  O c t o b e r  1 7 ,  2 0 0 8   ( 0 8 0 0  -  1 6 3 0 )
V E 4 M A � I N T R O D U C T I O N  &  G R E E T I N G S
W ? Z Q � M i c r o w a v e  A c t i v i t y  i n  t h e  U p p e r  M i d w e s t
N 5 A C � U S B  P r o g r a m m a b l e  u W  L O  D e s i g n
K ? C Q � S o m e  O b s e r v a t i o n s  o n  L o c a l  O s c i l l a t o r  P h a s e  N o i s e  
 �      B r e a k
K 6 H I J � S B M S  3 4 5 6  T r a n s v e r t e r
W A 1 M B A �2 0 0 8  S t a t u s  o f  P r o g r e s s  T o w a r d s  a  7 7 - 7 8  G H z  A m p l i f i e r
 �      L u n c h
W A 5 V J B �W a v e g u i d e  B a s i c s  
K M ? T � 2 0  G r i d s  o n  2 4  G H z
 �      B r e a k
W 1 G H Z � M u l t i b a n d  u W  T r a n s v e r t e r s  F o r  T h e  R o v e r  -  F o u r  B a n d s ,  
S i m p l e  &  C h e a p
W 2 P E D � 2 4 G H z  S u b h a r m o n i c  m i x e r  f o r  2 4  G H z

S a t u r d a y  O c t o b e r  1 8 ,  2 0 0 8
V E 4 M A � C a l l  t o  O r d e r  &  A n n o u n c e m e n t s
W ? Z Q  &  A l l � M i d w e s t  R o v e r s  
K ? A W U � U s i n g  S o f t r o c k  S D R s  i n  V H F / U H F / M i c r o w a r e  O p e r a t i o n s
 �      B r e a k
W 5 L U A � U p d a t e  o f  2 4 ,  4 7  &  7 7  G H z  E M E  A c t i v i t y
W A 8 R J F � D i g i t a l  E l e v a t i o n  I n d i c a t o r  
 �      L u n c h
N 2 C E I � A  S a m p l e  o f  O n e , O r ,  A  N e w  M O S F E T  H y b r i d
W D 5 A G O �L  a n d  S  B a n d  V e r y  L o w  N o i s e  A m p l i f i e r  D e s i g n s  -  
                I s  C o o l i n g  N e c e s s a r y ?
 �      B r e a k / A u c t i o n
W A 1 Z M S �2 4 1  G H z  R e c o r d  >  1 0 0  k m  !
W 1 G H Z � W a v e g u i d e  F i l t e r s  Y o u  C a n  B u i l d  -  a n d  T u n e

J I 3 Z A G - N L  J u l y  2 0 0 9   - p . 7 -



M U D 2 0 0 8 　プレゼンテーションの様子M U D 2 0 0 8 　プレゼンテーションの様子

測定器ﾒｰｶｰ（R o h d e & S c h w a r z ）がﾈｯﾄﾜｰ ｸｱﾅ ﾗｲｻ で゙アンプの
周波数特性を計っている。
測定器ﾒｰｶｰ（R o h d e & S c h w a r z ）がﾈｯﾄﾜｰ ｸｱﾅ ﾗｲｻ で゙アンプの
周波数特性を計っている。

２４G H ｚ　６０W 　　A m p２４G H ｚ　６０W 　　A m p

タイタニックが使用したような火花式送信機タイタニックが使用したような火花式送信機「P a v e k  M u s e u m  o f  B r o a d c a s t i n g 」放送博物館のアマチュア局　（W ΦO E P ）
ｺﾘﾝｽ の゙前に立っているＱＳＬｶｰﾄ ば当局のもの
「P a v e k  M u s e u m  o f  B r o a d c a s t i n g 」放送博物館のアマチュア局　（W ΦO E P ）
ｺﾘﾝｽ の゙前に立っているＱＳＬｶｰﾄ ば当局のもの

M e e t i n g  :  1 8 0 0 　2 n d  F r i d a y  R o l l c a l l  :  0 9 0 0  S a t u r d a y ,  2 1 . 3 6 0 M H z  R o l l c a l l  :  0 9 0 0  S a t u r d a y ,  2 1 . 3 6 0 M H z  
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